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調査対象 川崎医科大学附属病院昭和57年 4月採用者 106名
調査方法 採用第一日目に調査用紙を配付し ，記名にて記入してもらい，同ー用紙を彼女ら










上記のうち ，今回採用したものは，本校第一看護科卒業生35名と ，これ と比較検討する対象
として，教育過程の類似した短大 3年課程卒業生，専門学校 3年課程卒業生計76名。
経験の程度については，以下のように分類 し， 符号にて記入してもらっ た。
看護技術の到達度に関する研究(1) 3 
別紙 基礎的看護技術達成状況調査
氏名（ ） 経験別ー無 ・有（保 年 ・助 年 ・看 年 ・計 年）
卒業看護学校 大学 ・短大 (3年課程 ・2年課程 ） 専門学校 (3年課程 ・2年課程）
項 目 経験
評価
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の（表 1中◎印のあ るもの）は ，本校第一看護科卒業生（以後本校と示す） 34項目，短期大学
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また ，これを90％以上のものでみる と（表 l中◎印0印または回印□印のあるもの） ，本校
85項目 ，短大46項目，専門43項目 となり ，種類では，本校は，吸入を加えた12種類，短大では，
ベッ ドメーキ ング，動か し方輸送を加え 4種に，専門では，同様にぺ 、ノトメーキン グ，動か し
方輸送の 2種となった。
実習中に経験のできていないものを ，準備から後始末まで経験できているものホが50％以下
の項目でみると（表 l中●印のあるもの），本校ではレスヒ°レ ーター ，救急蘇生法の 2種類等
13項目 ，短大ではレスヒ レ゚ーター ，酸素テント ，吸引，穿刺の準備 と介助，死亡患者の処置の
45項 目， 専門 では短大の 5種に死亡患者の処置および 看護記録の 2種類 をく わえた8
種類等39項目であった。また，ホと二を加えたものが50％以下の項目でみると（表 I中■
印のあるもの） ，本校 1項目， 専門17項目 ，専門12項目減少 したのみであった。
講義又は学内実習のみで，実習中に全く経験できなかったとしているもの（以後イと示す。）
のある項目は （表I中△印△印のあるもの ）， 本校33項目 ，短大67項目 ，専門72項目と本校は他に
比べると少なくなっているが，その内容は三者に共通性がみられる。 1/3以上のものがイ とし
ているものは（表 1中小印のあるもの），本校 3項目 ，短大15項目 ，専門 6項目と短大に多く
みられた。この内容をみると実習中に遭遇する機会の少ないと思われるものが主であった。
また ，ホと二をあわせ90％以上のものが経験 していると答えている項目のうちで， 全 く経験
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しれない。救急蘇生法，酸素テント，レスヒ レ゚ータ ー， 穿刺の準備と介助，髄液の取扱い，吸
引，輸血の準備と介助，胃洗浄，離被架の使用の14項目については ，実習中に遭遇する機会の
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